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イン ド映画に惹 き寄せ られて

永冶 日出雄

(1)

ボンベイ(ム ンバイ)の タクシーは旅行者

にとって低廉 で簡便 な乗物 と言えるが,熱 暑

の市街で も客席の窓を閉めたままでお く.大

通 りで信号待ちをする毎 に,乳 飲み子を抱 え

た女や十歳位の子 どもが 自動車の波を潜 って

近づ き,乗 客の顔先に物乞いの手を差 し出す

からである.ミ ラ ・ナイール監督の佳作 『サ

ラーム ・ボンベイ』では,農 村出のス トリー

ト・チャイル ドが飲茶の出前に精出 していた

が,イ ン ドで頻繁に出会 ったのは,家 族や親

方に指図されて街角で乞食を勤める無数の少

年少女であった.

1998年 春のイン ドは独立50周 年を慶賀す る

一方,ヒ ンズー至上主義 を掲げる人民党の政

権獲得 とタール砂漠における数次の核実験に

よって世界の注視 を浴びていた.し か し,初

めて訪れた私の目的は,東 洋で最初にシネマ

トグラフが披露されたボンベイ,ハ リウッ ド

に比肩する映画王国が築かれたボンベイを自

分の眼で確かめることにあった.イ ンド映画

史に関する専門的な文献は,松 岡環 さんによ

る若干の著述 とパ リ=ポ ンピドゥ・センター

編纂の通史 『イン ド映画』 しか日本では読め

なかった.し か し,ボ ンベイで出版 された豪

華本 『か くも多 くのシネマ イン ドにおけ

る映画』(B・D・ ガルダ著),お よび詳細 な

沿革史 『ボンベイ 内なる諸都市』(S・ ド

ヴィヴェディとR・ メフロ トラの共著)を 当

地で入手 し,こ れ ら英文の大著か らイン ド映

画 史 の起 点,ワ トソ ンズ ・ホ テ ル に つ い て か

な り詳 しい情 報 が得 られ た.

比 較 文 化 の 観 点 で 初 期 の 世 界 映 画 史 を辿 り

つ つ あ る私 は,ど の 国 で もシ ネ マ トグ ラ フ初

公 開 の会 場 が,き わ め て 由緒 あ る 中心 地 や 盛

り場 に存 した こ とを 興 味 深 く思 う.ニ ュ ー ヨ

ー ク の ブ ロ ー ドウ ェイ
,ウ イ ー ンの ケ ル ン ト

ナ ー通 り,大 阪 の戎 橋=道 頓 堀,メ キ シ コ シ

テ ィ の マ デ ロ街,イ ス タ ン ブ ー ル の イ クス チ

ラ ル通 り,等 々.『 工 場 の 出 口 』 や 『列 車 の

到 着 』 が披 露 さ れ た ワ トソ ン ズ ・ホ テ ル は,

ボ ン ベ イ 市 フ ォ ー ト地 区 の 城 砦 遊 歩 道 跡,

M・ ガ ン ジ ー通 り とA・S・ ドメ ロ ー通 りの 交

差 点 角 に発 見 で きた.イ ギ リス 人 実 業 家 ジ ョ

ン ・,ワトソ ンの建 造 に よる鉄 筋5階 建 て の 堂 宇

はい ま も周 囲 を圧 し,老 朽 化 した偉 容 が130年

に わ た る星 霜 と風 塵 を彷 彿 と させ る.か つ て

こ の界 隈 は東 西 交 易 とイ ン ド近代 化 の 中 軸 を

な し,現 在 もボ ンベ イ大 学 学 舎 や プ リ ン ス ・

オ ブ ・ウ ェ ル ズ博 物 館 な ど典 雅 な ヨー ロ ッパ

建 築 が 甕 え 立 つ.

旧 ワ トソ ン ズ ・ホ テ ル の施 設 が い ま は数 多

くの商 舗,事 務 所,住 宅 と して 使 用 さ れ,通

行 人 や 物 売 りが行 き交 う正 面 柱 廊 を仰 ぐ と,

真 新 しい 史 蹟 プ レ ー トが 掲 げ られ て い た.
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ボ ンベ イ に は1930年 代 創 業 の 映 画 館 が い く

つ か都 心 の フ ォ ー ト地 区 に現 存 し,エ ロス ・

シ ネマ で は ア メ リ カ 映 画 『ジ ャ ッ カ ル 』 を見

た あ と,ア ー ル ・デ コ様 式 の優 雅 な 室 内 装 飾
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や螺旋状階段に感嘆 した.お な じく伝統 に輝

くリーガル ・シネマはイン ド門近 くに位置

し,『 タイタニック』への人気沸騰で次週の

切符まで売 り尽 くしていた.

イン ド製作の作品は大抵ダウンタウンや学

生街の映画館で上映される.15HQの 封切館へ

赴いたときも,満 席のためその日は入れず,

向側の簡素なカフェから劇場正面の人出と看

板 を眺めた.イ ン ド人のアイデンティティを

主題 とし,31週 ロングランを続ける秀作Pa眉des

を,マ リン ・ドライブ周辺の リバティ ・シネ

マで視聴 で きたのは幸運 と言 うべ きであろ

う.今 回の旅行 ではむ しろデリー滞在の際

に,コ ンノー ト広場界隈で多 くのイン ド映画

を観 ることがで きた.人 気俳優シ ャー ・ル

ク ・カーンとマー ドゥリー ・ディクシ トが共

演 し,フ ィルム ・ファーレ最優秀作品賞に輝

くD∬ToPad紐Hafも そのなかに含まれる.

(2)

大衆的なインド映画の魅力 を知ったのは,

1995年 にチュニジアへ旅 した際である.首 都

チュニスで滞在 したホテルは旧市街スークへ

の並木道に面 し,周 辺には映画館が5つ ほど集

中 していた.そ れらの看板 には最新の相異な

るインド映画が描かれ,夕 方になると私も窓

口の長蛇の列に加わった.こ うして知 りえた

数本の長編フィルムは,流 麗 な音楽 と舞踊,

躍動的な映像や描写で観客を魅了 し,筋 立て

も ドラマ,ロ マ ンス,ア クシ ョン,社 会問

題,政 治闘争など種々の要素を複合 させた も

のであった.そ れまでにもサタジット・レイ

監督等の芸術映画 を見てはいたが,イ ンド製

作の ミュージカル映画が東南アジアから北ア

フリカにかけて広範な人気を博 している事実

を,初 めて私は実感 したのである.

社会 と時代の推移,学 生の気質や関心の変

容,情 報文化 と視聴覚産業の発展 に促 され

て,10年 来私は多 くの映画 をみずか ら抜粋

し,人 文系の教養科 目や専門科 目で授業内容

の一環 として視聴させてきた.一 般に学生の

贈煮 識へ 漫雛

霧瀞

叢 謬

映画歴はきわめて乏 しく,ほ とんどがアメリ

カ映画,そ れもアニメ,SF,ア クションに限

られる.授 業で扱う作品は年間100本 を超える

が,欧 米の劇映画 とともにアジアや中南米で

製作されたフィルムも私は大切にしている.

1997年 夏ナイールによる華麗 な歴史絵巻

『カーマ ・スー トラ』が世界的にヒッ トし,

日本でもイン ドの大衆的な映画が僅かなが ら

公開されるに至った.旅 先からは相当数の市

販ビデオを持ち帰ったものの,私 の学生 も日

本語字幕のないインド映画を忍耐強 くみるま

でには至 らない.し かし,最 近ではテレビ番

組や レンタル ・ビデオとしてイン ドのミュー

ジカル映画が若干提供されるようになった.

こうしてイン ド映画を大学の授業に組み入

れる条件が成立 した.受 講 した学生のなか

で,企 業まわ りりを目前 に控えた3年 生から

は,職 を求める若者 と企業の非情 さを描いた

『ラジュー出世する』にとりわけ共感が寄せ

られた.ま た,苛 酷なカス ト制度 を描破 し,

若い世代への希望 を歌 う 『インデ ィラ』 に

は,入 学後間もない1年生 もつぎのような感想

を綴って くれた.「 男女の華やかな踊 りや 自

然の雄大な眺めが とても楽 しかった」 「イン

ドに映画があるとは思わなかった.こ れほ ど

素晴らしい作品を見ると,日 本の映画製作 は

負けていると言いたい」 「映画は娯楽だと思

っていたが,社 会の矛盾や人間に生き方 を考

えさせるものだと判った」 「カス ト制度 に縛

られるお となを押 し切って,子 どもたちが罹

災者を救出するフィナーレでは,自 然に涙が

出てきた.」

(愛知教育大学・国際文化)
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